
札幌市中央区南19条西8丁目1-18 山鼻ドクタータウン2F
☎011-213-0397
内科、消化器内科、胃腸内科
月・土      9：30〜12：30 14：30〜17：00
火・木・金 9：30〜12：30 14：30〜18：30
※受付は診療終了15分前まで
水、日、祝日
有（３施設共用で12台）
市電「山鼻19条」停下車徒歩5分、じょう
てつバス「南19西11」停下車徒歩5分
田中 浩紀
https://sapicl.com/

所 在 地

診療科目
診療時間

休 診 日
駐 車 場
アクセス

院 長
H P

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
と
「
ク
ロ
ー
ン
病
」
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

難
病
と
共
に
生
き
る
患
者
の
毎
日
を
二
人
三
脚
で
全
力
サ
ポ
ー
ト

　

消
化
管
に
炎
症
が
起
き
る
炎
症
性
腸

疾
患（
I
B
D
）と
い
う
病
気
を
抱
え
る

人
が
増
え
て
い
る
。I
B
D
は「
潰
瘍
性

大
腸
炎
」と「
ク
ロ
ー
ン
病
」の
こ
と
を
指

す
総
称
。潰
瘍
性
大
腸
炎
は
大
腸
の
粘

膜
に
、ク
ロ
ー
ン
病
は
口
か
ら
肛
門
ま
で
の

全
消
化
管
の
中
で
主
に
小
腸
や
大
腸
に
、

慢
性
の
炎
症
や
潰
瘍
が
生
じ
る
原
因
不

明
の
病
気
。ど
ち
ら
も
下
痢
や
腹
痛
、血

便
な
ど
が
主
な
症
状
で
、国
が
医
療
費

を
助
成
す
る
指
定
難
病
の
対
象
だ
。

　

2
0
2
0
年
9
月
に
開
院
し
た
札
幌

I
B
D
ク
リ
ニッ
ク
は
、潰
瘍
性
大
腸
炎

と
ク
ロ
ー
ン
病
、こ
れ
ら
2
つ
の
病
気
を
専

門
的
に
診
療
す
る
ク
リ
ニッ
ク
。21
年
12

月
現
在
、5
0
0
人
を
超
え
る
潰
瘍
性

大
腸
炎
患
者
、3
0
0
人
を
超
え
る
ク

ロ
ー
ン
病
患
者
が
通
院
し
て
い
る
。田
中

浩
紀
院
長
は「
残
念
な
が
ら
現
在
の
医

療
技
術
に
お
い
て
、I
B
D
を
完
治
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。いっ
た
ん
炎
症
が

落
ち
着
い
て
も
、ぶ
り
返
す
こ
と
が
多
い

で
す
。一
方
で
、薬
物
治
療
や
検
査
機
器

の
目
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
に
よ
り
、通
院
し

な
が
ら
も
普
通
の
社
会
生
活
を
送
って
い

る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。豊
富
な
経

験
と
専
門
性
の
高
い
知
識・技
術
を
持
つ

ス
タ
ッ
フ
が
、治
療
と
学
業
や
仕
事
の
両

立
を
目
指
し
、I
B
D
と
共
に
生
き
る

患
者
さ
ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

と
力
強
く
話
す
。

　

正
確
な
診
断
の
た
め
に
胃・大
腸
内
視

鏡
検
査
に
加
え
、小
腸・大
腸
を
観
察
す

る
消
化
管
超
音
波
検
査
、主
に
小
腸
を

観
察
す
る
小
腸
バ
リ
ウ
ム
造
影
検
査
、カ

プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
、バ
ル
ー
ン
小
腸
内

視
鏡
検
査
に
も
対
応
。ま
た
、治
療
の
選

択
肢
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
中
、生
物

学
的
製
剤
に
よ
る
治
療
や
炎
症
の
原
因

と
な
る
白
血
球
な
ど
の
血
球
成
分
を
取

り
除
く
血
球
成
分
除
去
療
法
に
も
対
応

し
、個
々
の
患
者
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
内
科
的
治
療
を
提
供
す
る
。

田
中
院
長
は「
ど
の
薬
剤
を
選
択
す
る

か
は
薬
の
特
徴
や
副
作
用
、費
用
や
患
者

さ
ん
の
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
病
気
や

薬
の
説
明
に
重
点
を
置
き
、患
者
さ
ん
と

一
緒
に
治
療
方
針
を
考
え
て
い
き
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
環
境
の
変
化
で
、お

な
か
に
不
調
を
感
じ
て
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
？
腹
痛
や
下
痢
、血
便
は
I
B
D
の

サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。少
し
で
も
異

変
に
気
付
い
た
ら
、我
慢
せ
ず
に
早
め
に

受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」（
田

中
院
長
）。

左から田中浩紀院長、宮川麻希診療部長、那須野正尚副院長、
長澤英幸副院長、島﨑洋副院長。「当院の名称にちなんで、愛称を

『SAPICL（さぴくる）』と名付けました。IBDによる悩みを忘れられる生
活へ。それが私たち『さぴくる』の願いです」

炎症の原因となる白血球などを取り除く血球成分除去療法の専用室。血球成分を吸着する、特殊な
フィルターやビーズが入った医療機器を用いる。1回約1時間、週１～２回で計10回治療する

「病院らしくない」内装デザインで、患者の不安や心配をやわらげ、
何でも気軽に相談できる雰囲気づくりを心掛けている

1999年札幌医科大学医学部卒
業。札幌医科大学医学部附属病
院第一内科入局。市立室蘭総合病
院、札幌厚生病院IBDセンター主任
部長などを経て、2020年9月札幌
IBDクリニックを開院。日本消化器
病学会認定消化器病専門医。日本
消化器内視鏡学会認定消化器内
視鏡専門医。日本大腸肛門病学会
認定大腸肛門病専門医。医学博士

院長 田中 浩紀

山鼻
ゴルフ
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